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異彩を放つ野菜「アイスプラント」！

～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

問農林課　☎22-1253

市内の農産物
直売所情報▶

　葉や茎の表面に付いているきれいで細かい水滴のよ
うな粒々が、凍っているように見えることから「アイ
スプラント」と呼ばれています。
　食べたときに野菜独特の青臭さがなく、ほのかな塩
味とシャキシャキとした食感が特徴で、生でもゆでて
もおいしい野菜です。オススメは、生のまま食感を楽
しみながら味わうことです。おもしろいし市場で購入
できますので、ぜひご堪能ください！

▲表面に付いている粒々に
ほのかな塩味が含まれて
います

▲パスタに添えるとより彩
りとおいしさが引き立ち
ます

きれいな環境で春の観光を
スパッシュランドパーク清掃活動

　５月１日、小原小・中学校の児童生徒がスパ
ッシュランドパークで清掃活動を行いました。
この活動は、きれいな環境で観光客を迎えよう
と毎年実施。この日は、児童生徒や地域の方約
50人が参加し、パーク内のごみを集めました。
参加した生徒は「訪れた方にきれいな環境で観
光を楽しんでほしいです」と話してくれました。

交通死亡事故ゼロへ！
春の交通安全県民総ぐるみ運動出動式

　５月11日から20日までの10日間、春の交通
安全県民総ぐるみ運動が実施され、初日の11
日、白石城本丸広場で４年ぶりに出動式を行い
ました。当日は、白石警察署員や交通安全関係
団体の会員など約70人が参加。式では、甲冑
武者と参加者全員が「エイ、エイ、オー」と鬨

とき

の声を上げ、交通死亡事故ゼロを祈願しました。

▲安全・安心な交通社会の実現へ向け、いざ出陣！

▲パーク内のごみや木の枝を拾い集める生徒たち

109-oneに新しい彩り
移住交流サポートセンターにお花を植えよう！

子どもたちの笑顔あふれる
第46回白石市こどもまつり

　５月13日、白石市移住交流サポートセンタ
ー「1

ト ー ク・ワ ン
09-one」で花植えのイベントを開催し

ました。この日は、家族連れや友人同士など約
20人が参加。土入れから花の苗植えまで協力
して行い、色とりどりのすてきな花を飾りまし
た。参加者は「皆さんとわいわい作業できたこ
とが楽しかったです」と話してくれました。

　５月14日、中央公民館で「第46回白石市こ
どもまつり」が４年ぶりに開催され、多くの家
族連れで賑わいました。会場では的あてやペッ
トボトルボウリング、丸太切り体験、ジャンボ
折り紙、竹トンボ作成コーナー、人形劇など多
くの遊び場があり、会場内は子どもたちの笑顔
と歓声であふれていました。

▲５周年を迎えた109-one。たくさんの花で彩られました

▲楽しそうにペットボトルボウリングで遊ぶ子ども
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


